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彙
　
報二

〇
二
〇
年
度
　
博
士
論
文
題
目

大
原　

眞
弓　
　

平
安
時
代
の
即
位
儀
礼
と
仏
舎
利
信
仰

　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
一
代
一
度
仏
舎
利
使
を
め
ぐ
っ
て
─
─

二
〇
二
〇
年
度
　
修
士
論
文
題
目

植
村　

沙
彩　
　

�

室
町
幕
府
に
お
け
る
御
台
・
女
房
の
政
治
的
活
動

郷
原　

綾
乃　
　

古
記
録
か
ら
み
る
院
政
期
の
袴
着
用
に
つ
い
て

玉
置
理
華
子　
　

張
作
霖
の
安
国
軍
総
司
令
就
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と
そ
の
背
景

　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
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閥
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関
係
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中
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に
─
─

檀
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職
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藤
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麻
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近
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京
都
祇
園
社
門
前
地
域
に
お
け
る
茶
屋
株
と
遊

所
化

二
〇
二
〇
年
度
　
大
学
院
行
事

新
型
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ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
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症
の
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響
に
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り
、
今
年
度
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以
下
の
行

事
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開
催
を
見
合
わ
せ
ま
し
た
。
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　『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
―
史
学
編
』
掲
載

論
文
・
資
料
等
の
京
都
女
子
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
へ
の
登

録
と
公
開
申
請
に
つ
い
て

　

京
都
女
子
大
学
で
は
、
二
〇
一
三
年
度
よ
り
、
学
内
の
学
術
研

究
成
果
物
を
電
子
的
に
収
集
・
保
存
し
て
学
内
外
に
無
償
で
公
開

し
、
広
く
社
会
に
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
京
都
女
子
大

学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
（
京
女
Ａ
Ｉ
Ｒ
）」
の
運
用
を
開
始
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
紀
要
―
史
学
編
』
に
お
き
ま
し
て
も
、
執
筆
者
全
員
に
対
し
、

あ
ら
か
じ
め
同
紀
要
掲
載
論
文
・
資
料
等
の
リ
ポ
ジ
ト
リ
へ
の
登

録
と
公
開
へ
の
申
請
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
登
録
と
公

開
申
請
の
手
続
き
は
、
公
開
に
必
要
な
複
製
権
と
公
衆
送
信
権
の

許
諾
を
お
願
い
す
る
も
の
で
、
著
作
権
の
譲
渡
を
お
願
い
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
本
紀
要
に
投
稿
さ
れ
る
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。　

近
世
京
都
祇
園
社
門
前
地
域
に
お
け
る
新
地
開
発
と
花
街
化
に
つ
い

て�

Ｍ
２　

藤
田　

麻
里

修
士
論
文
構
想
発
表
会�

二
月
二
十
四
・
二
十
五
日

例
年
Ｍ
１
が
行
っ
て
き
た
秋
期
例
会
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の

代
替
研
究
会
と
し
て
、
Ｍ
１
の
六
名
が
今
年
度
の
研
究
内
容
の
総
括
し
、

今
後
予
定
し
て
い
る
修
士
論
文
の
構
想
を
述
べ
る
場
を
ズ
ー
ム
に
よ
る

開
催
で
実
施
し
ま
し
た
。
報
告
者
の
顔
ぶ
れ
は
次
の
通
り
で
す
。
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攻
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社
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社
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〇
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一
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京
都
市
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京
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五
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入
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〇
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五
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五
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八
一
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（
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表
）

京
都
女
子
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
研
究
紀
要

史
学
編
　第
二
十
号

編
集
後
記

　『
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要
―
史
学
編
』
第
二
十
号

を
お
届
け
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
本
年
度
は
、
教
員
も
大
学
院

生
も
自
身
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
本
号
で
も
何
と
か
、

論
文
二
点
、
訳
注
一
点
、
新
刊
紹
介
一
点
の
計
四
点
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
寄
稿
者
の
皆
様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
〇
二
〇
年
度
の
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
専
攻
の
現
況
を
報
告
い

た
し
ま
す
。
本
年
度
の
新
入
生
は
、
博
士
前
期
課
程
六
名
（
日
本
史
三
名
、

西
洋
史
二
名
）
の
計
六
名
で
す
。
博
士
後
期
課
程
へ
の
新
規
の
入
学
者
・
進

学
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
六
名
を
含
む
、博
士
前
期
課
程
十
四
名
（
日

本
史
七
名
、
東
洋
史
二
名
、
西
洋
史
五
名
）、
博
士
後
期
課
程
三
名
（
日
本
史

一
名
、
西
洋
史
二
名
）、
特
別
研
修
者
一
名
（
日
本
史
一
名
）、
研
修
者
三
名

の
計
二
十
一
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

　
彙
報
欄
に
記
載
し
た
通
り
、
特
別
研
修
者
の
大
原
眞
弓
氏
が
博
士
論
文
を

提
出
し
、
学
位
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
学
外
か
ら
の
申
請
者
は
、
残
念
な
が

ら
今
年
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
も
着
実
に
学
位
取
得
者
が
出
る
こ

と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

執
筆
者
紹
介

植　

松　
　
　

正
（
う
え
ま
つ　

た
だ
し
）�

本
学
元
教
授

山　

田　

雅　

彦
（
や
ま
だ　

ま
さ
ひ
こ
）�

本
学
教
授

谷　

口　

淳　

一
（
た
に
ぐ
ち　

じ
ゅ
ん
い
ち
）�

本
学
教
授

井　
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大
学
院
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士
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期
課
程

�

（
掲
載
順
）


